
【課題③抜粋版】西東京市第２期文化芸術振興計画「令和４年度施策・事業評価（令和３年度分）」調査表

基本方針 施策 取組番号 取組の内容 概　要 効果
計画目標
Ｒ１-5年度

計画
頁 所管課 （令和３年度）主な実績
自己
評価

評価の理由 今後の展開（課題・予定）

基本方針４　「伝統文化等の継承」

施策２　地域の特色となる文化芸術の形成

文化振興課

伝統文化等継承事業補助金について市報や市ホームページにて周知を行い、
団体を募集した。その結果、３団体より交付申請があり、保二小どんど焼き実行
委員会へ74,264円、上向台どんど焼実行委員会へ16,826円、明保中どんど焼き
実行委員会へ100,000円を交付した。

A
伝統文化等継承事業補助金交付制度を
通し、地域の伝統文化について発掘する
取組みを実施することができた。

引き続き、地域の伝統文化について情報
収集に努め、文化資源を発掘する取組み
について検討を行う。

みどり公園課
下保谷四丁目特別緑地保全地区は、武蔵野地域に見られる典型的な散居型屋
敷林の面影を現代に伝えている施設であり、４月３日及び12月３・４日に一般公
開イベントを実施し、施設の周知に努めた。

A
地元のボランティア団体及び武蔵野大学
の学生とみどり公園課の協働によりイベ
ントを開催し、多くの方にご参加いただい
た。

令和３年度に策定した保全活用計画に基
づき、下保谷四丁目特別緑地保全地区に
おいて、一般開放の回数を増やしたり、
四季折々のイベントを実施することによ
り、新たな文化資源の活用の可能性を発
掘できるよう努めていく。

社会教育課
下野谷遺跡の発掘調査や遺物調査を継続して行い、新たな価値の発見に努め
た。 B 下野谷遺跡の調査・研究を行い、文化資

源の発掘に努めた。

引き続き、様々な形での調査・研究を行
い、地域の特色ある魅力的な文化資源の
発掘に努める。

【4-2-2】
図書館の地域資
料の活用

地域資料のうち、市民の文化
芸術に関する情報の収集・保
存・公開について、その活用
を検討する。

心身の健康
地域への愛着
共生社会の実
現
地域の活性化

実施 31 図書館 図書館の地域・行政資料の収集、提供、保存業務の中で実施した。 A
資料収集、形態や内容に合わせた保存と
提供（公開）について、都度個々に検討し
て取り組んだ。

図書館の地域・行政資料の収集、提供、
保存業務を継続させる。

基本方針５　「交流による活動の拡大・活性化」

施策１　障害者や外国人など多様性への理解と交流の促進

文化振興課
市民文化祭、多摩六都事業、「対話による美術鑑賞」事業（子ども）、都市間交
流事業（下郷町）、国際化推進事業を実施し、外国籍市民や障害を持つ市民、
幅広い年齢層の市民が文化体験やワークショップ等交流することができた。

A
新型コロナウイルス感染症対策を講じた
うえで、多様な市民に対し、交流等をする
機会を提供することができた。

引き続き、多様な市民が参加・交流できる
イベント等を検討する。

■基本方針５、施策16、取組の内容54（うち実施42、検討12） 【自己評価の基準】　「Ａ」：目標を達成できた　「Ｂ」：一部目標を達成できた　「Ｃ」：目標を達成できなかった

実施 31【4-2-1】
地域の特徴的な
文化資源の発掘

歴史の中で培ってきた生活文
化、伝統芸能、文化的景観
等、市民に愛される地域の特
徴的な文化資源を発掘する取
組について実施する。

心身の健康
地域への愛着
共生社会の実
現
地域の活性化

【5-1-1】
多様な市民が交
流できるイベント
や事業の実施

多様な市民が参加し、交流す
ることができるイベントを実施
する。

心身の健康
共生社会の実
現
地域の活性化

実施 32

資料３
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基本方針 施策 取組番号 取組の内容 概　要 効果
計画目標
Ｒ１-5年度

計画
頁 所管課 （令和３年度）主な実績
自己
評価

評価の理由 今後の展開（課題・予定）

■基本方針５、施策16、取組の内容54（うち実施42、検討12） 【自己評価の基準】　「Ａ」：目標を達成できた　「Ｂ」：一部目標を達成できた　「Ｃ」：目標を達成できなかった

資料３

地域共生課
当市の地域共生社会の実現について考える「ともに活きるまちづくりフェス」をア
スタセンターコート及びA＆A田無スポーツセンターにて開催した。 A

新型コロナウイルス感染症への感染対策
を行いながら、イベントを開催することが
出来た。

様々な開催方法を検討しながら、開催継
続を検討する。

高齢者支援課
高齢者に限らず誰でも気軽に参加できるサロン活動である「街中いこいーなサロ
ン」は令和3年度末時点で、32団体が登録して活動している。（令和2年度：30団
体）

Ａ
高齢者に限らず誰でも気軽に参加できる
「街中いこいーなサロン」に対する活動支
援を行った。

登録団体を育成し、団体間の交流の機会
などを設ける。
また新型コロナウイルス感染症の流行下
においても継続的な活動が実施できるよ
う状況に応じた支援を行う。

障害福祉課

・例年実施しているフレンドリーまつりが新型コロナウイルス感染症拡大防止に
より中止になったことで、利用者の活動の場が減少した。
・保谷障害者福祉センター文化祭は新型コロナウイルス感染症拡大防止により
縮小して実施した。
・障害者週間において、アスタセンターコートで市内事業所の製品等の展示・販
売の機会を提供した。
・障害者週間において、きらっとにてパラスポーツイベントを開催した。

A 複数の団体・市民が参加することができ
るイベントを実施した。

引き続き、多様な市民が参加できるイベ
ントを実施する。

児童青少年課
児童館・児童センターの利用やイベントにおいては、基本的に多様な児童が参
加し、交流するものを実施している。 A

新型コロナウイルス感染症の影響で行事
は大幅に減少したが、子どものニーズを
把握しながら、各児童館の行事にて実施
している。

今後も継続して多様な人々が参加するこ
とができる事業を実施する。

スポーツ振興課
スポーツ推進員事業として、障害の有無にかかわらず誰でも参加できるENJOY
ニュースポーツ事業を開催した。 A 新型コロナウイルス感染症の影響で回数

は減少したものの実施した。
多様な市民が参加し、交流できるイベント
の実施を検討する。

協働コミュニティ課
オンラインで開催したパリテまつりで、性的マイノリティや外国文化の紹介を行う
団体による講演会のライブ配信や活動紹介動画の公開を行った。 A

緊急事態宣言の発出により、イベントを実
施できなかったが、実施に向け取り組ん
だ。令和３年度も多様な市民による交流
イベントの実施に向け、実行委員の意見
を伺いながら、安全な実施方法について
検討する。

新型コロナウイルス感染症の影響下で
の、多様な市民による交流イベントの実
施について検討する。

公民館

・４館で、幅広い世代の市民が交流する機会として、公民館や地域で活動する
文化芸術団体のステージ発表や作品展示等を行う地域交流事業を実施／ヤギ
フェス（柳沢）、芝久保公民館まつり、ひばりが丘フェスティバル、駅前フェスタ
（保谷駅前）
・障がいのある人もない人もともに参加する事業を実施／イスに座ってやぎさわ
ディスコ（柳沢）、インクルーシブな社会をめざす講座（谷戸）
・異なる文化背景をもつ市民の話を聞く事業／多文化カフェ（保谷駅前）

A
４館で、多様な市民が参加、交流する機
会として、コロナ禍に対応した方法で、地
域交流事業を実施した。

全館で、多様な市民が参加、交流する機
会として、コロナ禍に対応した方法で、地
域交流事業を実施する予定。

図書館

多文化サービス「いろいろなことばでたのしむおはなし会」
田無公民館（11月から令和3年3月まで11回実施、68名参加）
いずれの回も、市内在住のミャンマー、中国、韓国出身の読み手の方に、英語、
中国語、韓国語による絵本の読み聞かせやうたあそび、母国の文化の紹介など
をしてもらった。

A 外国人住民と日本人住民との交流が、身
近な話題から広がっていったため。

今後も多様な市民が参加できるイベント
等を検討する。

【5-1-1】
多様な市民が交
流できるイベント
や事業の実施

多様な市民が参加し、交流す
ることができるイベントを実施
する。

心身の健康
共生社会の実
現
地域の活性化

実施 32
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資料３

文化振興課
NPO法人との共催により、留学生ホームビジット、日本語スピーチコンテスト等
の事業を実施し、多様な市民が参加できるようNPO法人に対し、支援を行った。 A

NPO法人による新型コロナウイルス感染
症対策のリスク評価や活動団体間での感
染症対策等についての助言等支援を行
い、事業をオンラインで開催することがで
きた。

引き続き、多様な市民が参加できるよう、
NPO法人に対し、支援を行う。

地域共生課
「地域の縁側プロジェクト」の居場所やほっとネット推進員による居場所活動にお
いて、活動についての相談の対応、支援を行っている。 A 活動に対する相談、支援を行えている。

調整会議等を通じて、引き続き地域福祉
コーディネーターと連携を図り、ニーズの
把握に務める。

高齢者支援課
高齢者に限らず誰でも気軽に参加できるサロン活動である「街中いこいーなサロ
ン」は令和3年度末時点で、32団体が登録して活動している。（令和2年度：30団
体）

Ａ
高齢者に限らず誰でも気軽に参加できる
「街中いこいーなサロン」に対する活動支
援を行った。

引き続き登録団体を増やすとともに、コロ
ナ禍の状況の中で、団体の継続した活動
の支援や、立ち上げ、運営のための支援
を行う。
またコロナ禍においても継続的な活動が
実施できるよう状況に応じた支援を行う。

障害福祉課

・例年実施しているフレンドリーまつりが新型コロナウイルス感染症拡大防止に
より中止になったことで、利用者の活動の場が減少した。
・保谷障害者福祉センター文化祭は新型コロナウイルス感染症拡大防止により
縮小して実施した。
・障害者週間において、アスタセンターコートで市内事業所の製品等の展示・販
売の機会を提供した。
・障害者週間において、きらっとにてパラスポーツイベントを開催した。

A 市内障害福祉団体が活動内容を発表す
る場を提供し、多様な市民が参加した。

引き続き、団体の活動発表及び多様な市
民参加ができるイベントを実施する。

児童青少年課
・市内高校生及び近隣高校生が実行委員を担い、バンドやダンス、英語劇等の
発表を行うイベントについては、コロナ禍ではあったものの実行委員会を立ち上
げ、バンドやダンス、英語劇等の発表を行うイベントも実施することができた。

A
全市域を対象に高校生年代らが企画制
作し発表する場の機会の提供とサポート
を行うことができた。

参加団体を増加させる。令和3年度はこも
れびホールでの実施だったため、今後も
こもれびホールと連携を図る。また、別の
会場での実施も含めて今後も検討する。

スポーツ振興課
多様な市民が参加できるオランダ散歩事業を実施した。また、総合型地域ス
ポーツクラブや体育協会においても、散歩事業やノルディックウォーキング事業
を実施した。

A
新型コロナウイルス感染症の影響で、
ボッチャ教室は中止になったものの屋外
事業は実施した。

共生社会の実現に向けて取り組む。

協働コミュニティ課

オンラインで開催したパリテまつりで、男女平等や性的マイノリティ、外国文化の
紹介を行う団体、ITの普及啓発を行う団体、福祉、子育て、健康、終活など、
様々な活動を行う団体による講演会のライブ配信やアーカイブ配信を行い、幅
広い層の市民に参加・視聴をいただいた。

A
保育・手話通訳者設置の対応をすること
で、幅広い市民が参加できるような取組
みを実施することができた。

今後も継続して保育の設置、手話通訳者
の配置を検討する。

公民館

・市民団体が企画、運営する事業を、審査の上、団体と公民館の共催事業とし
て実施する公民館市民企画事業を実施し、市民団体の活動を支援している。
令和３年度の実績　利用団体：13団体、実施事業：14事業
・ポスター掲示、チラシ配架、公民館だよりへの案内掲載等により、市民団体に
よる催し等の広報に協力した。

A
公民館は社会教育施設であるので、市民
団体が対象となるが、日常的、継続的に
市民の活動を支援している。

引き続き、公民館市民企画事業やポス
ターの掲示・チラシの配架・公民館だより
への案内の掲載等の広報に関する支援
により、市民団体の活動を支援する。

【5-1-2】
市民や団体等に
よる共生社会を支
える活動の推進

市民や団体等による共生社
会を支える活動を推進し、活
動団体等が実施する公演や
発表において、多様な市民が
参加できるように支援する。

心身の健康
共生社会の実
現
地域の活性化

実施 32
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資料３

施策２　他分野と結びつけた文化芸術活動・交流の促進

文化振興課

・圏域５市在住・在学の中高校生で障害のある方を対象に、多摩六都フェアパラ
アート制作ワークショップを全４回実施し、パラアートを制作した。また、・圏域５
市在住・在勤・在学で障害のある方を対象に絵画作品を募集し、展覧会を実施
した。
・市民文化祭期間中に「日本の文化体験フェス」 in 市民文化祭を全10体験実施
し、外国籍市民１人が参加した。
・保谷こもれびホール指定管理者が、西東京市在住のエジプト出身者を招いて
エジプトに関するトークイベントを実施した。また、コロナ禍で共催で実施予定の
「市民名画座」の中止が続いたため、代わりに自主企画として「こもれび映画会」
を２回実施（１回目「日日是好日」では映画で使用された地元製造の干菓子を販
売、２回目「いわさきちひろ　27歳の旅立ち」では練馬区のちひろ美術館と提携し
て事前講座とプレトークを実施）した。その他、こもれびピースフル・クリスマスに
おいて、環境に優しい社会をテーマに、市内のフラワーショップと連携し、ロスフ
ラワーを活用、エコプラザのリサイクル図書を提供、アースディネットよりSDGｓに
ついての展示を実施した。

A
国際交流や福祉・環境等の分野と連携を
取りながら、文化芸術事業を実施すること
ができた。

引き続き、他分野との連携を図り、文化芸
術事業を実施するとともに、新たに連携を
図ることができる事業の実施を検討する。

高齢者支援課
高齢者大学（総合課程講座）においては、「健康」「生活」「科学」「地域」など様々
な分野の講座を実施している。
高齢者大学は、延べ32回、606人が参加した。（令和2年度：30回、559人）

Ａ 高齢者大学では、異なるジャンルの多様
な講座を一括して受講することができる。

今後も高齢者大学の講座内容を検討す
る際には、多くの高齢者の興味・関心を引
く幅広い内容の講座を一括して実施でき
るよう検討する。

障害福祉課

・障害者週間において、アスタセンターコートで市内事業所の製品等の展示・販
売の機会を提供した。
・障害者週間において、きらっとにてパラスポーツイベントを開催した。
・共生フェスにおいて、お子さんから高齢の方まで、障害のある方もない方も、多
様な市民が参加し、交流するイベントを実施した。

A 他分野の部署と連携して実施した。
引き続き、関連分野の推進施策と結び付
けた事業を実施する。

健康課
ルピナスまつりについて、中止となったため、事業を実施できなかった。令和４年
度の事業については、引き続きコロナ禍においてもコンセプトとしている世代間
交流が図れる事業の実施方法を検討する。

B
発達に係る相談や教材制作コーナー等
事業の実施内容について、コロナ禍にお
いても効果的に行える内容とするための
検討を行った。

引き続き、交流の促進を図っていくため
に、発達支援の理解や積極的な啓発を行
う。

児童青少年課
・市内高校生及び近隣高校生が実行委員を担い、バンドやダンス、英語劇等の
発表を行うイベントについては、コロナ禍ではあったものの実行委員会を立ち上
げ、バンドやダンス、英語劇等の発表を行うイベントも実施することができた。

A
企画・立案・司会・運営までを、高校生が
全て行う事業を、会議の支援を含めて本
番まで実施することができた。

継続して利用者との意見交換の場を設け
ながら、事業を実施する。

スポーツ振興課
多摩六都科学館において、東京パラリンピック競技大会の採火式を無観客で開
催し、市ＨP等でも公表した。 A 文化施設である科学館において、スポー

ツ関連事業を実施できた。
文化芸術分野事業をスポーツ施設で実
施する。

協働コミュニティ課

オンラインで開催したパリテまつりで、男女平等や性的マイノリティ、外国文化の
紹介を行う団体、ITの普及啓発を行う団体、福祉、子育て、健康、終活など、
様々な活動を行う団体による講演会のライブ配信やアーカイブ配信、団体の活
動紹介動画の公開を行った。

A

新型コロナウイルス感染症の感染状況に
対応し、オンラインによるイベントの実施
や専用ホームページでの動画紹介など行
い、多くの市民に参加、視聴をいただいた
ため。

令和４年度も新型コロナウイルス感染症
の影響が見込まれるが、工夫して可能な
範囲で事業の実施を図る。

【5-2-1】
各関連分野との
連携による文化芸
術事業の実施

観光、まちづくり、国際交流、
福祉、教育、産業その他の各
関連分野の推進施策と結び
つけた事業を実施する。

共生社会の実
現
地域の活性化

実施 32
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【課題③抜粋版】西東京市第２期文化芸術振興計画「令和４年度施策・事業評価（令和３年度分）」調査表

基本方針 施策 取組番号 取組の内容 概　要 効果
計画目標
Ｒ１-5年度

計画
頁 所管課 （令和３年度）主な実績
自己
評価

評価の理由 今後の展開（課題・予定）

■基本方針５、施策16、取組の内容54（うち実施42、検討12） 【自己評価の基準】　「Ａ」：目標を達成できた　「Ｂ」：一部目標を達成できた　「Ｃ」：目標を達成できなかった

資料３

都市計画課
平成31年３月に「第二期西東京市人にやさしいまちづくり推進計画」を策定。
具体的な施策について、取り組み状況等を定期的に調査を行う予定。 A 令和３年７月に関係各課に取り組み状況

等の調査を実施。
令和４年度以降も調査を行う予定。

社会教育課

・学校教育との連携では、小学校12校へのまちなか先生講座（学校出前授業）
を行い、小・中学校５校の郷土資料室への団体見学を受けいれた。
地元の商店では、遺跡キャラクター「しーた」「のーや」などを活用した商品の販
売を継続して行っている。

A

関連する分野との連携を進めることで幅
広い層への文化財の周知ができ、地域へ
愛着の増進にもつながった。特に学校か
らの団体見学を多く受け入れ、文化財や
歴史に興味を持つきっかけを作ることが
できた。

引き続き関連分野への理解を求め連携を
広げる。

公民館
令和２年度に上位計画である総合計画・教育計画及び庁内他課の関連計画を
ふまえて、令和３年度から５年度までの中期事業計画を作成。中期事業計画で
定めた基本目標・基本方針に基づき、事業を実施した。

A 関連分野の計画において求めらている公
民館の役割をふまえて事業を実施した。

引き続き。中期事業計画をふまえて事業
を実施する。関連する庁内他課との連携
についても検討する。

図書館

8月に柳沢図書館シニアコーナーをリニューアル、広報用しおりを作成し市内図
書館と高齢者支援課窓口にて配布した。9月に高齢者支援課主催「認知症キャ
ンペーン月間」の一環で市内全館で認知症関連資料展示、谷戸図書館ではパ
ネル展示を行った。

A
高齢者支援課と協同で行うことにより、よ
り地域に根差した情報の提供と相互での
広報ができた。

引き続き、他課と連携し地域に根差した
情報提供を目指した企画を検討する。

施策３　多様な担い手の連携によるまちづくりへの促進

文化振興課

・例年、市民まつりにおいて、多くの活動団体と連携をしているが、新型コロナウ
イルス感染症拡大防止を踏まえた実施方法等について実行委員会と協議した
結果、令和３年度は休止した。
・市民文化祭は、市と西東京市民文化祭実行委員会の共催で開催し、77団体が
参加した。

A

市民まつりについては、令和３年度は実
施に至らなかったが、新型コロナウイルス
感染症対策等について、実行委員会と検
討し、連携を深めることができた。また、
市民文化祭について、多くの団体が連携
できるよう支援することができた。

引き続き、各実行委員会と協力し、市民
まつりや市民文化祭の検討状況を共有し
ながら活動団体間での新型コロナウイル
ス感染症対策を検討するとともに、令和４
年度の実施に向けて、活動団体の主体
同士が連携できるよう支援を行う。

協働コミュニティ課
市民協働推進センターゆめこらぼにおいてＮＰＯ市民フェスティバルをオンライン
とパネル展を実施し、市内のＮＰＯ等市民活動団体等、多様な主体同士が交流
しながら活動内容を市民に紹介する取組みを行った。

A
ＮＰＯ市民フェスティバルを開催すること
で、地域の多様な主体が交流でき、連携
に繋がる場を設定することができた。

今後も継続して、多様な主体が交流・連
携できる取組みを行っていく。

文化振興課

・市民文化祭では、展示の部において武蔵野大学（書道と造形）に参加があった
ほか、「日本の文化体験フェス」 in 市民文化祭の書道体験では講師を依頼する
など連携を図った。
・日本語スピーチコンテストにて、武蔵野大学の参加やコンテスト審査等で連携
を図った。

A 各事業を通じて武蔵野大学との連携を図
ることができた。

引き続き、武蔵野大学との連携を図るとと
もに、市内外との大学との連携を深める。

企画政策課

武蔵野大学：相互協力事業10事業、附属９機関への委員就任11名(実数)

※早稲田大学及び東京大学との具体的な事業については、スポーツ振興課及
び教育企画で回答

A
新型コロナウイルス感染症の流行状況下
においても、事業協力及び人材交流を図
ることができた。

引き続き市内にある大学との連携につい
て、庁内各課への情報提供を行い、様々
な事業について相互協力を図っていく。

【5-2-1】
各関連分野との
連携による文化芸
術事業の実施

観光、まちづくり、国際交流、
福祉、教育、産業その他の各
関連分野の推進施策と結び
つけた事業を実施する。

共生社会の実
現
地域の活性化

実施 32

【5-3-1】
活動団体等の主
体間連携の促進

市内各地で行われている各イ
ベントの活動団体等の主体同
士が連携できるように支援す
る。

地域への愛着
地域の活性化

実施 33

【5-3-2】
市内大学等との
連携の充実

市内にある武蔵野大学、早稲
田大学、東京大学と人材交流
や育成、文化芸術関連事業
等において連携を図る。

地域への愛着
地域の活性化

実施 33
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【課題③抜粋版】西東京市第２期文化芸術振興計画「令和４年度施策・事業評価（令和３年度分）」調査表

基本方針 施策 取組番号 取組の内容 概　要 効果
計画目標
Ｒ１-5年度

計画
頁 所管課 （令和３年度）主な実績
自己
評価

評価の理由 今後の展開（課題・予定）

■基本方針５、施策16、取組の内容54（うち実施42、検討12） 【自己評価の基準】　「Ａ」：目標を達成できた　「Ｂ」：一部目標を達成できた　「Ｃ」：目標を達成できなかった

資料３

職員課
夏季と春季に分け、武蔵野大学を含む市内外の大学の学生に対してインターン
シップ（就業体験）を実施した。（夏季：新型コロナウイルス感染防止のため実施
中止／春季：１大学から１名受入れ）

A
市での就業体験を通して、学生の就業意
識の向上や市政に対する理解を深める
機会を提供した。

引き続き大学と連携を図りながら実施して
いく。

障害福祉課
福祉実習として、武蔵野大学の学生に障害者差別解消法・障害者総合支援法
の講義や市内事業所での実習を行った。 A 市内大学と連携して福祉人材の育成を

行った。
引き続き、市内の大学と連携して人材の
育成を実施する。

健康課
早稲田大学と一緒に作成した市の歌に合わせて行う「西東京しゃきしゃき体操」
の普及啓発を講座等で行った。また、体操を普及するための「リーダー養成講
座」では、大学教授による講座を実施した。

A 様々な年代に体操を普及することができ
た。

引き続き大学と連携を図りながら普及、啓
発を実施していく。

保育課 武蔵野大学との相互協力事業として実習の受入を実施した。 A 武蔵野大学と連携し、協力事業を実施し
た。

新型コロナウイルス感染症拡大防止対策
を図りながら、実習生の受入を継続実施
する。

児童青少年課
新型コロナウイルス感染症の影響により、武蔵野大学との連携のフィールドスタ
ディーズが中止となった。看護学部の実習の受入れは継続実施した。 A 看護学部実習のみではあったが、生徒と

児童がふれ合い造形等に取り組んだ。
今後も継続して、市内大学との連携を図
る。

スポーツ振興課
例年どおり、早稲田大学の協力による少年野球教室（春・秋）を予定していた
が、事前調整の段階で、大学側より、新型コロナウイルス感染症拡大に伴い今
年は中止する旨の連絡があり、中止となった。

C
事業の実施を予定していたが、実施につ
いて市内大学と検討を行うことなく中止と
なった。

引き続き、市内大学との連携を図る。

住宅課
武蔵野大学と連携し、フィールドスタディーズの学生を受け入れ、学生による空
き家等の現地調査及び調査結果を踏まえた政策提案並びに成果発表を実施す
る予定であったが、新型コロナウイルス感染症の影響を受け、中止となった。

A

結果的には中止となってしまったが、新型
コロナウイルス感染症拡大状況の中で、
武蔵野大学と密に情報共有を行うととも
に、開催に向けて最後まで調整すること
ができた。

令和４年度は、令和３年度に想定してい
た内容で実施予定である。

教育企画課

・東京大学：例年実施していた東大田無演習林観察会については、新型コロナ
ウイルス感染症対策のため中止。
・早稲田大学：「理科・算数だいすき実験教室」について、例年対面で行っていた
が、新型コロナウイルス感染症拡大防止のためオンラインで実施した。

B

理科・算数だいすき実験教室は中止とせ
ず初のオンラインによる試みで実施する
ことができたが、東大田無演習林観察会
は新型コロナウイルス感染症の拡大防止
の観点から中止となったため。

引き続き、新型コロナウイルス感染症拡
大防止策を講じつつ、事業実施の方法を
模索しながら進めていく。

教育指導課
大学からインターンの受け入れを行い、小・中学校の教育に係る内容にふれる
ことができるようにしている。また、学生ボランティアを受け入れも行っており、配
慮が必要な児童生徒への支援を行っている。

Ａ 大学との人材交流を積極的にできた。 今後も人材交流を引き続き行っていく。

【5-3-2】
市内大学等との
連携の充実

市内にある武蔵野大学、早稲
田大学、東京大学と人材交流
や育成、文化芸術関連事業
等において連携を図る。

地域への愛着
地域の活性化

実施 33
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【課題③抜粋版】西東京市第２期文化芸術振興計画「令和４年度施策・事業評価（令和３年度分）」調査表

基本方針 施策 取組番号 取組の内容 概　要 効果
計画目標
Ｒ１-5年度

計画
頁 所管課 （令和３年度）主な実績
自己
評価

評価の理由 今後の展開（課題・予定）

■基本方針５、施策16、取組の内容54（うち実施42、検討12） 【自己評価の基準】　「Ａ」：目標を達成できた　「Ｂ」：一部目標を達成できた　「Ｃ」：目標を達成できなかった

資料３

社会教育課
文化財保護審議会委員として早稲田大学、武蔵野大学教授を任命し、西東京
市の文化財保護・活用計画の取組状況や下野谷遺跡の整備について意見をい
ただいた。

B 今後計画を進めていくうえで有意義な意
見を伺うことができた。

引き続き文化財保護審議会を定期的に
行い、文化財保護・活用計画の取組状況
や下野谷遺跡整備についての意見を伺
う。

図書館

①武蔵野大学との連携事業はコロナ対応のため大学において図書館の学外者
の利用を中止。
②武蔵野大学へ職員を講師として派遣する事業実施。
12月20日（月）武蔵野大学日本文学部1年生授業『読書への誘い』への講師とし
て職員を派遣。

B

①コロナ対応で予定していた事業が一部
中止となったため。
②大学生に授業の一環として西東京市図
書館の活動を広く周知し、書架構成や企
画の参考として学生アンケートを実施した
ことで、図書館事業へのフィードバックを
行った。

大学側の状況が整えば再開できるよう準
備を進める。例えば、コロナのために延期
となっている図書館司書課程を履修して
いる学生ゼミとの共同企画をすすめるな
ど。

文化振興課

・教育委員会との連携を図りながら、「対話による美術鑑賞」事業を小学校７校
で実施した。
・例年、市民まつりにおいて、絵画の募集等、教育機関と連携しているが、新型
コロナウイルス感染症拡大防止を踏まえた実施方法等について実行委員会と協
議した結果、令和３年度は休止した。
・例年、市民文化祭において、市内小中学校、高校から展示や合唱の部への参
加、など教育機関と連携しているが、新型コロナウイルス感染症拡大防止を踏
まえた実施方法等について実行委員会と協議した結果、令和３年度の連携は困
難と判断し、実施しなかった。

A

教育委員会と連携し、「対話による美術鑑
賞」事業を実施することで、教育委員会と
市民ボランティアの連携を図ることができ
た。また、令和３年度は中止となった事業
についても教育機関との連携を見据えた
実施に向けての検討と準備を行うことが
できた。

引き続き、学校と教育委員会との調整及
び連携を図りながら、「対話による美術鑑
賞」事業を実施する。また、市民まつりや
市民文化祭においても、実施に向け検討
し、学校と教育委員会との調整及び連携
を図る。

企画政策課

武蔵野大学：相互協力事業10事業、附属９機関への委員就任11名(実数)

※早稲田大学及び東京大学との具体的な事業については、スポーツ振興課及
び教育企画で回答

A
新型コロナウイルス感染症の流行状況下
においても、事業協力及び人材交流を図
ることができた。

引き続き市内にある大学との連携につい
て、庁内各課への情報提供を行い、様々
な事業について相互協力を図っていく。

健康課

食育推進の一環として、保育園児及び小学生から「やさい」をテーマとしたイラス
トを募集し、入選作品12点を掲載した野菜たっぷりカレンダーを作成した。また
応募作品358点の中から一次選考を通過した78点に関して、保谷保健福祉総合
センターで「野菜たっぷりカレンダーイラスト原画展」を行った。

A
健康課、保育園、小学校の栄養士が連携
し、野菜たっぷりカレンダーの作成及び原
画展を実施した。

今後も継続して保育園及び小学校と連携
し、食を通じた地域の健康づくりの一環と
して、野菜たっぷりカレンダー事業を実施
する。

児童青少年課
新型コロナウイルス感染症の影響により、武蔵野大学との連携のフィールドスタ
ディーズが中止となった。看護学部の実習の受入れは継続実施した。中高校生
年代プロジェクトにおいて、市内支援学校や高校に依頼して参加者を募った。

B

看護学部実習のみではあったが、生徒と
児童がふれ合い造形等に取り組んだ。全
市域を対象に高校生年代らが企画制作し
発表する場の機会の提供とサポートを行
うことができた。

今後も継続して、市内大学・高校との連携
を図り事業の充実を図る。

スポーツ振興課
例年どおり、早稲田大学の協力による少年野球教室（春・秋）を予定していた
が、事前調整の段階で、大学側より、新型コロナウイルス感染症拡大に伴い今
年は中止する旨の連絡があり、中止となった。（再掲）

C
事業の実施を予定していたが、実施につ
いて市内大学と検討を行うことなく中止と
なった。

引き続き、教育機関（大学）との連携を図
る。

教育企画課
市内小学校児童による東大演習林観察会は、新型コロナウイルス感染症拡大
防止のため中止となった。 B

東大演習林観察会は新型コロナウイルス
感染症により中止となったが、代替案とし
て多摩六都科学館による実験ショーを行
い、市内小学校児童の参加につながった
ため。

引き続き、必要に応じて別形態での実施
を検討するなど、子どもたちの学びの機
会や地域の方々との交流の場を無くさな
いよう進めていく。

教育指導課

新型コロナウイルス感染症対策を講じながらも、地域の方を学校に招聘し、琴の
演奏等の日本の伝統文化に関する体験的な学習の機会を設定することができ
た。オリンピック・パラリンピックの学校観戦プログラムが中止となったため、アス
リートを応援する動画や色紙、掲示を各学校において行った。

A 新型コロナウイルス感染症拡大防止をし
ながら、地域交流ができた。

新型コロナウイルス感染症拡大防止をし
ながら、今後も地域と交流をしていく。

地域への愛着
地域の活性化

検討 33

【5-3-2】
市内大学等との
連携の充実

市内にある武蔵野大学、早稲
田大学、東京大学と人材交流
や育成、文化芸術関連事業
等において連携を図る。

地域への愛着
地域の活性化

実施 33

【5-3-3】
教育機関とのイベ
ントの連携

市内にある教育機関と連携し
て、文化芸術の活動者同士が
交流することができるイベント
を実施し、個人及び活動団体
間の連携の充実を図る。
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【課題③抜粋版】西東京市第２期文化芸術振興計画「令和４年度施策・事業評価（令和３年度分）」調査表

基本方針 施策 取組番号 取組の内容 概　要 効果
計画目標
Ｒ１-5年度

計画
頁 所管課 （令和３年度）主な実績
自己
評価

評価の理由 今後の展開（課題・予定）

■基本方針５、施策16、取組の内容54（うち実施42、検討12） 【自己評価の基準】　「Ａ」：目標を達成できた　「Ｂ」：一部目標を達成できた　「Ｃ」：目標を達成できなかった

資料３

社会教育課 多摩六都科学館との共催事業を行った。実施には市民や学生の協力を得た。 B
連携により、歴史文化に興味を持つ層以
外にも、歴史文化、文化財の魅力を伝え
ることができた。

引き続き、市民団体や多摩六都科学館、
市内大学などと連携して事業を実施す
る。

文化振興課
例年、市民まつりにおいて、市内事業者等と市民の連携を図ってきたが、新型コ
ロナウイルス感染症拡大防止を踏まえた実施方法等について実行委員会と協
議した結果、令和３年度は休止した。

A
市民まつりについては、実行委員会と、
市内事業者等を交えながら新型コロナウ
イルス感染症対策のリスク評価等を行
い、連携を図ることができた。

引き続き、市内事業者等と協力し、イベン
トを実施することで、多くの団体同士が連
携できる場を提供するだけでなく、来場し
た市民との交流の場としていく。

産業振興課
補助金交付事業である例大祭委員会主催の田無神社例大祭（田無神社・田無
商業協同組合）を予定していたが、新型コロナウイルス感染症拡大防止のた
め、神輿巡業などを中止とした。

C
実施予定であったが、新型コロナウイル
ス感染症の拡大防止のため、実施は困
難と判断し、中止とした。

今後も地元連携型イベント事業を活用し、
商店街と地域の団体の連携が進んでいく
ことが望まれるが、商店街の体制等によ
り、継続実施が難しくなっている。
また、新型コロナウイルス感染症の拡大
防止を図りながら、多くの人が集まるイベ
ントをどのように実施するのか検討してい
く。

地域への愛着
地域の活性化

検討 33

【5-3-4】
市内事業者等と
の連携の充実

市内事業者等と市民が連携し
て文化芸術分野の事業を実
施することで、市内の交流の
活性化を図る。

地域への愛着
地域の活性化

検討 33

【5-3-3】
教育機関とのイベ
ントの連携

市内にある教育機関と連携し
て、文化芸術の活動者同士が
交流することができるイベント
を実施し、個人及び活動団体
間の連携の充実を図る。
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